青風荘　　フェイスシート

平成18年11月14日　担当：小松　美智子

	入　所　者
	氏　名今野　容子　様　　　　　男・女　　　　昭和　8年　4月　3日生（73歳）

	
	〒　039－1104　　住　所　八戸田面木字赤坂35－9　　電話　27－7658

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	糖尿病（18単位）・高血圧症・

狭心症

	
	発症時期
	S44年頃（37歳時）
	罹 患 期 間
	約33年　

	
	入院回数
	　4回
	延べ入院年数
	約27年

	医療機関
	　青南病院　（主治医　千葉　良Dr）
	外来受診日
	土曜日（2週　１回）

	医療区分
	生活保護
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（　　級）

	経済状況
	生活保護　　（月額　　　　　　円）　

	障害程度区分
	

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	福祉ホーム（青風荘）

	入所年月日
	Ｈ１６年　１２月３０日
	身長
	165cm
	体重
	61.6㎏

	最終学歴
	不明
	免許・資格
	なし

	職　歴
	砕石業・水商売（10年位）

	保　護　者
	氏　　名　　　　　　　様　　　　　　　　　続柄　　　　（同居　・否）

	長期目標

1、 糖尿病の症状（HbAIｃ・血糖値・Cｒ）の安定

2、 日常生活（食事・血糖測定）の自己管理

	入院・治療歴
　期間　　　　　　　　　　　　　　入院・外来等　　　医療機関
・S45年1月頃～H12年11月頃　　　入院　　　　　　青南病院
・H12年11月～H　9年5月頃　　　　入院　　　　　　青南病院



	生活歴　八戸市小中野に出生。同胞5名第2子。母親死亡後(本人8～9歳頃)叔母(父方)にて育てられる。小中野中学校卒業後、一人暮らしをし砕石の仕事をする。その後、水商売（秋田・東京･百石･五戸）をする。最初の結婚は死別、二度目は子宝に恵まれず離別、三度目は入院するまで同居。しかし、本人がアルコ－ル中毒で入院した為、別れる。（本人談）平成9年5月2日、生活訓練施設青山荘へ入所し共同作業所「うみねこ幸房」へ通所していた。平成12年3月31日青山荘を退所しグル－プホ－ム青空へ入居し、訪問看護ステ－ション五福を利用。食生活の乱れから糖尿病悪化し、平成12年10月11日、八戸赤十字Hpへ糖尿病の教育とインスリンのコントロ－ルの為、入院となり同月27日退院。その後グル－プホ－ムへ戻るが糖尿病への理解が低く精神症状ともなる為、平成12年11月15日青山荘入所し、生活の立て直しを行ない、血検結果等が安定し平成15年11月14日青山荘退所。平成16年2月9日ケアホ－ム入居し単身生活。月～金曜日はデイナイトケアへ通所。生活技術や身のまわりの事は概ね自立しているが、糖尿病への理解が低く、腎機能低下とHbAIｃ高値を示し自己管理が難しく支援が必要な為、平成16年12月30日ケアホ－ム退所し青風荘入所となり現在に至る。



	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）
・同胞5名第2子（3・4の妹は八戸、北海道在住。他は死亡）連絡は取っていない状況の為、協力は得られない。子供もなく身寄りはない。




（青風荘）施設処遇会議①

平成18年11月20日　（月）

	氏　名
	　今野　容子様
	男・女
	生年月日
	　昭和　8年　4月　3日（　73歳）


	問題点
	介入方法

	1 合併症（糖尿病）自己管理意識が薄い。
	(1) 定期的に勉強会を行い、本人のデーターと比較しながら自己管理について意識付けをする。

(2) 買い物時、おやつ、パン等購入した物をリュックに隠し持って来る事がある為、買い物へ行く際は、その都度、おやつ購入しない事を声掛けする。

(3) 他者へ、食べ物などの購入を依頼している事がある為、そのような事が発覚した際は、その都度、指導していく。

(4) 外出した際は、測定日でなくても血糖値を計って頂く。

(5) 朝の血糖値が、100mg/dl以上の場合は間食の有無について聞き、「食べていない」と言う場合は、今までの血糖値記録表を照らし合わせ、どうして高いのかを問い確認をしていく。

(6) 食事の際に、七味、醤油などを足したりしている場合には、なぜ減塩食になっているのかを、まず、本人に聞き、必要性について説明していく。

	②対人関係（他者に対して威圧的な言動や過干渉がある。）
	(7) 他者への干渉が目立つ場合は、スタッフ介入し、本人の話を聞いていく。また、他者へ直接言うのではなく、まず、スタッフへ話すよう伝える。

(8) 威圧的な言動があった場合は、スタッフと一緒に、自分だったらそう言われてどう思うのかなど、振り返りをして頂く。




	これまでの経過（最終評価日　H18年11月14日）

	· デイナイトケアへは拒否なく通所し、プログラムへも拒否する事なく参加されています。

· 荘内では、ホールにてテレビを観たり、自室へ篭ってラジオを聞いたりされています。時折、他者の行動をみて、直接本人へ指摘をしたり、言い方が乱暴に話されていることあります。夜間は、良眠されています。

· 月に一度、八戸赤十字病院　糖代謝科へ受診されています。現在、血糖値は安定していますが、自室にて隠れてパン等を間食している事があります。受診時は、スタッフ付き添いにて問題なく行かれています。10/6消化器科へ受診し、H19.6月大腸検査予定となっています。

· 買い物の際は、リュックに嗜好品を隠して自室へ持って行かれたり、他利用者へ頼んで食べ物を買ってきてもらう行為あり、その都度、指導をしています。

· 服薬は、自己管理されており、問題ないです。


プラン計画者　氏名：　小松　美智子　　　　　　　　　　　　

次回会議予定　　H18年11月27日　（月）　青山荘地域交流活動室
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